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0
小
国
国
の
浣
生
厖

0

資
料
館
で
は

稲
葉
明
雄
先
生

（
翻
訳
家
）
の

ご
紹
介
で
、
十

月
一
日
よ
り
十

一
月
十
七
日
ま

で
館
内
研
修
展

示
室
に
お
い
て

”
趙
昌
源
絵
画

展
ー
小
鹿
島
の

光
と
影
ー
J

を

開
催
し
て
い
る
。

趙
先
生
は
韓

国
ソ
ウ
ル
大
学

医
学
部
を
卒
業
。

一
九
六
一
年
＼

一
九
六
四
年

（
一
次
）
と
、

一
九
七

0
年
＼

一
九
七
四
年

（
二
次
）
の
延

十
年
間
、
小
鹿

島
病
院
の
院
長

と
し
て
活
躍
さ

れ
て
き
た
方
で

c~ -.a. -~ ... ----- -

旅愁・小鹿島から定着村に行く

あ
る
。
在
任
中
は
患
者
や
そ
の

家
族
の
人
権
を
回
復
し
、
偏
見

差
別
を
な
く
す
た
め
島
内
の
一

切
の
悪
習
を
廃
止
、
患
者
た
ち

に
は
歓
迎
さ
れ
た
が
島
民
や
周

囲
の
住
民
に
は
反
感
を
買
っ
た
。

趙

昌

源

絵

画

患
者
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
を

外
部
の
試
合
に

出
場
さ
せ
た
り
、

患
者
の
子
供
た

ち
を
自
分
の
戸
籍
に
入
れ
、
社

会
か
ら
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
な

配
慮
も
し
た
。

ま
た
社
会
復
帰
の
足
が
か
り

を
求
め
て
、
対
岸
の
オ
マ
ド
湾

を
干
拓
し
三
三

0
万
坪
の
新
し

展

い
土
地
を
つ
く
る
と
い
う
、
小

鹿
島
八
十
年
の
歴
史
の
中
で
も

画
期
的
な
大
事
業
を
三
年
余
り

を
か
け
て
、
菌
陰
性
の
入
院
者

と
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ

っ
て
遂
に
成
し
と
げ
た
。

工
事
中
は
折
角
つ
く
っ
た
堤

防
が
台
風
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た

り
、
事
故
に
よ
る
死
者
が
出
た

り
し
て

一
時
不
穏
な
空
気
も
あ

っ
た
が
、
趙
院
長
の
身
を
挺
し

て
の
誠
意
と
人
間
愛
が
通
じ
て

完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
間
、
知
り
合
っ
た
著
名

な
「
痢
詩
人
」
韓
河
雲
氏
に
大

き
な
影
響
を
受
け
、
そ
の
詩
像

を
モ
チ
ー
フ
に
小
鹿
島
や
患
者

た
ち
の
油
絵
を
次
々
と
画
い
た
。

今
回
展
示
さ
れ
る
五
十
点
の

作
品
は
全
て
資
料
館
に
寄
贈
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
趙
先
生
に

深
く
感
謝
し
て
い
る
。

な
お
、
十
月
一
日
の
絵
画
展

オ
ー
プ
ン
に
は
、
趙
先
生
ご
夫

妻
と
と
も
に
、
オ
マ
ド
干
拓
圏

と
し
て
参
加
し
た
当
時
の
日
本

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
早
川

さ
ん
ら
も
来
館
し
、
趙
先
生
と

旧
交
を
あ
た
た
め
た
。
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商工会がフェステイバル
資料館も2日問で656人

第 13号 （季刊）

東
村
山
市
商

工
会
が
「
ら
い

予
防
法
」
廃
止

を
記
念
し
、
「
一

層
の
理
解
と
交

流
を
」
と

8
月

24
、
25
の
両
日
、

今
年
は
全
生
園

で
「
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し

こ。t
 

\i
>
//[

多
摩
研
通
り

の

桜

並

木

の

下

ま

た

見

に

来

ま

に

舞

台

が

作

ら

す

」

等

々

、

二

日

間
で
資
料
館
に
寄

ー、

れ
、
和
太
鼓
や

で
心

お

琴

の

各

競

演

、

っ

て

行

っ

た

市

民

プ

ロ

に

よ

る

歌

は

六

百

五

十

六

人

2̀̀`̀̀
`̀̀̀̀`
‘̀‘‘̀̀`̀̀
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資
料
館
で
は
毎
年
、
精
神
、
後
二
時
か
ら
「
ハ
ン
セ
ン
病
患
か
れ
た
。

難
病
、

H
I
V
の
方
々
と
交
流
者
と
し
て
生
き
て
」
1
1

講
師
・
そ
の
後
五
時
か
ら
は
自
治
会

会
を
重
ね
て
き
た
が
、
今
年
は
平
沢
保
治
さ
ん
。

「
ハ
ン
セ
ン
、
関
係
者
、
資
料
館
関
係
者
も
加

｀
バ
ロ
い
大
阪H
ー
＞
乙
〗
〗

0→8バ
[
ぃ
汀
〗
[

尺
い
い
研
修
交
流
会
[
[
バ
ロ
〗
い
い
い

修
会
が
行
わ
れ
た
。
八
月
三
十

H
I
V
、
精
神
障
害
差
別
の
強
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
大

一
日
に
全
生
園
に
集
合
し
た
一
い
患
者
と
か
か
わ
っ
て
」
1
1

講
変
参
考
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て

行
は
、
福
祉
会
館
に
お
い
て
午
師
・
大
谷
藤
郎
先
生
の
話
を
聞
お
ら
れ
た
。

`̀``̀̀
`̀`̀``
｀`̀̀`̀
｀̀̀`̀̀
``̀̀̀`
｀̀````
``̀`̀`
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```̀・ 

謡
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や

民
謡
を
は
じ
め
、
チ
ビ
ッ
子
広

場
の
ミ
ス
テ
リ
ー
館
や
ポ
ニ
ー

に
達
し
た
が
、

25
日
の
三
百
九

十
人
は
一
日
の
入
館
者
数
と
し

て
は
開
館
以
来
の
記
録
と
な
っ

こ。t
 資料
館
の
駐
車
場
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
夜
の
部
の
盆
踊
り

（
写
真
）
も
、
東
村
山
音
頭
や

秩
父
音
頭
に
見
て
い
た
人
も
加

わ
り
、
三
重
、
四
重
の
輪
に
な

っ
て
賑
わ
っ
た
。

八
月
二
十
五
日
・
名
古
屋
市

愛
知
県
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
国
立
多
摩
研
究
所
主
催
に
よ

「
、
セ
ン
病
の
疫
学
に
関

Bgnggng"諄
誼
詣
龍
謀
龍
龍
轄
龍
龍
諄
諄
諄
＂

蹂

る

ノ

ン

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
皿
、
ン
ン
ポ
’
ジ
ウ
ム

龍

プ
ッ
ク
レ
ッ
ト

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
ハ
ン
皿g
 

。
•
―
棺

セ
ン
病
関
係
の
多
く
の
医
師
と
龍
皿
十
月
末
に
発
行
予
定

龍g
 

と
も
に
、

I
D
E
A
（
共
生

・
o.―
 

尊
厳
・
経
済
向
上
を
は
か
る
国
皿
六
月
二
十
三
日
に
全
生
園
コ

龍g
 

際
会
議
）
の

R
.
K
・
ゴ
パ

l

m

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

諄

さ
れ
た
資
料
館
三
周
年
記
念
シ

•o 

ド
）
、
会
員
の

mg
 

ル
会
長
（
イ
ン

'
 
＂ 

ホ
セ
・
ラ
ミ
レ
ス
さ
ん
（
ア
メ
枯
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
ら
を
ど

鉢枯

リ
カ
）
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ン
註
う
生
き
る
か
」
の
プ
ッ
ク
レ
ッ

,
 

0
彙g
 

セ
ン
病
対
策
の
責
任
者
で
あ
る

m
ト
N
u
4
は
、
十
月
末
に
皓
星
社

謀

ハ
ノ
イ
医
科
大
学
の
レ
・
キ
皿
か
ら
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

諄

ン
・
ド
ゥ
エ
教
授
、
全
療
協
の
皿
な
お
、
こ
の
本
に
は
資
料
館

謀

神
事
務
局
長
、
全
生
園
自
治
会
皿
三
周
年
記
念
募
集
評
論
「
ら
い

よ
り
三
名
（
森
元
・
平
沢
・
天
皿
予
防
法
廃
止
に
つ
い
て
」
の
入

g
 
g
 
選
三
編
も
、
一
緒
に
掲
載
さ
れ

＇ 

野

）

が

参

加

し

た

。

田

8
8
 

コ
パ
ー
ル
、
ラ
ミ
レ
ス
、
神

i
t

る
予
定
で
す
。

g
8
 

の
三
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
実
情
を
訴

え
、
参
加
者
に
感
動
を
あ
た
え
た
。

八
ン
也
ン
園
因
拳
含

回
復
者
三
人
が
訴
え
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行
全
生
圃
ヘ

国
際
的
な
速
帯
を
訴
え
る

ハ
ン
セ
ン
病
の
疫
学
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た

一
行
五
人
は
、
八
月
二
十
七
日

二
十
八
日
に
長
島
愛
生
園
、
邑

久
光
明
園
、
大
島
青
松
園
を
訪

問
、
二
十
九
日
は
多
磨
全
生
園

を
訪
れ
た
。
一
行
は
多
摩
研
究

所
、
資
料
館
、
全
生
園
を
見
学

の
後
、
三
十
日
午
後
五
時
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
自
治
会
役
職
員
、
施
設

八
役
等
計
四
十
一
名
で
歓
迎
懇

親
会
を
行
な
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ド
ゥ
エ
教
授
や

回
復
者
で
働
き
な
が
ら
活
躍
し

て
お
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
コ
パ
ー

ル
さ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ミ
レ

ス
さ
ん
は
、
自
国
の
ハ
ン
セ
ン

病
事
情
を
説
明
し
な
が
ら
、
偏

見
差
別
を
な
く
し
、
患
者
や
回

復
者
の
自
立
を
は
か
る
た
め
、

国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

世
界
各
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
で
社
会
復
帰
者
に
関
す
る
第
一

患
者
や
回
復
者
に
よ
る
国
際
回
国
際
会
議
を
開
催
、
中
国
・
た
）

組
織
で
、
長
年
偏
見
差
別
を
イ
ン
ド
・
韓
国
・
プ
ラ
ジ
ル
・
な
お
、
今
年
九
月
十
六
日

受
け
て
き
た
患
者
や
回
復
者
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
八
か
ら
十
九
日
ま
で
、
南
ス
ペ

ぃ
□[
_
D
E
A
（
ア
イ
デ
ア
）
い
い
い

む
こ
と
を
目
的
土
ハ
ル
エ
・
茜
子
品
取
・
認
に
次
旧
的
切
中
四

L
4
の
}
界
の
ハ
ン
セ
ン

に
一
九
九
四
年
ト
」
め
ツ
の
由
出
慾
E
祐
叩
華
諏
ム

K

病
療
養
所
入
園

九
月
結
成
。
非
政
府
組
織
。
力
国
か
ら
八
十
人
が
参
加
、
広
者
の
将
来
を
考
え
る
」
を
テ

今
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
州
宣
言
が
出
さ
れ
た
。
（
未
加
ー
マ
に
第
二
回
国
際
会
議
が

三
十
日
ま
で
、
中
国
広
州
市
盟
の
日
本
か
ら
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
開
か
れ
る
。

I
D
E
A
 
＿ 

ー
と
し
て
二
名
が
参
加
し

資
料
館
の
入
館
者
は
八
月
八

日
、
四
人
連
れ
で
来
館
さ
れ
た

東
村
山
市
本
町
の
樋
口
美
穂
子

さ
ん
で
三
万
人
に
達
し
、
成
田

入館者3万人に
団体客ふえる

運
営
委
員
長
よ
り
樋
口
さ
ん
に

さ
さ
や
か
な
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
た
。開
館
以
来
八
月
末
ま
で
の
入

館
者
は
三
万
一
〇
一
七
人
（
開

館
日
数
八

0
八
日
）
で
、
そ
の

う
ち
団
体
は
四
五
五
団
体
、
一

万
三
九
二
九
人
で
全
体
の
四
六

％
近
く
を
占
め
て
い
る
。
開
館

日
数
が
少
な
く
、
ま
た
開
館
時

間
も
午
後
の
三
時
間
だ
け
と
短

か
い
た
め
、
入
館
者
数
は
あ
ま

り
大
き
な
期
待
は
で
き
な
い
が
、

一
日
平
均
三
八
人
と
ほ
ぼ
定
着

し
た
形
と
な
り
、
さ
ら
に
資
料

館
の
存
在
が
多
く
の
人
に
知
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

今
年
四
月
、
ら
い
予
防
法
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

日
本
ら
い
学
会
は
「
日
本
ハ
ン

セ
ン
病
学
会
」
と
名
稲
を
変
更

し
た
が
、
さ
ら
に
学
会
内
に
社

会
啓
発
委
員
会
（
中
島
弘
委
員

長
）
を
設
け
た
。

八
月
二
十
六
日
、
中
島
委
員

長
と
、
成
田
稔
学
会
庶
務
幹
事

は
、
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

所
在
市
町
連
絡
協
議
会
（
会
長

1

1

細
渕
一
男
東
村
山
市
長
）
を

訪
ず
れ
、
学
校
教
育
の
場
で
の

ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い
理
解
を

求
め
る
要
請
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
際
、
同
学
会
が
作
成
し
た

「
小
学
生
の
た
め
の
ハ
ン
セ

ン

病
知
識
」
「
中
学
、
高
校
生
の

た
め
の
ハ
ン
セ
ン
病
知
識
」
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
三
百
部
を
手
渡

し
活
用
を
要
望
し
た
。

細
渕
会
長
は
:
ハ
ン
セ
ン
病

へ
の
偏
見
を
な
く
し
、
知
識
を

広
め
る
た
め
に
東
村
山
市
で
は

全
校
に
ぜ
ひ
配
布
し
た
い
。
ま

た
同
協
議
会
の
構
成
自
治
体
に

も
訴
え
て
行
く
」
と
語
っ
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
学
会

パ
ン
フ
作
成
と
要
請

-3-

57 



1996年10月1日 高松宮記念ハンセン病資料館 第 13号 （季刊）

映画制作委員会開かれる
制作のための募金は目標達成

映
画
「
見
え

な
い
壁
を
越
え

て
」
の
制
作
委

員
会
が
九
月
二

日
、
霞
ケ
関
の

法
曹
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。
こ

の
日
は
新
聞
、

放
送
、
大
学
、

厚
生
省
、
療
養

所
、
資
料
館
関

係
者
な
ど
二
十

人
の
委
員
が
出

席
さ
れ
た
。

大
谷
藤
郎
座

長
の
司
会
で
、

中
山
節
夫
監
督
が
映
画
の
撮
影

状
況
を
報
告
、
つ
づ
い
て
横
田

さ
ん
よ
り
シ
ナ
リ
オ
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
各
委
員

と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

撮
影
は
予
定
通
り
行
わ
れ
、
来

年
二
月
に
は
完
成
の
予
定
。

な
お
映
画
制
作
資
金
の
募
金

に
つ
い
て
は
、
全
療
協
各
支
部
、

私
立
二
病
院
、
全
医
労
各
支
部
、

同
本
部
、
琉
球
病
院
支
部
、
東

北
、
青
森
、
宮
城
、
岡
山
地
区

協
や
、
厚
生
省
放
射
線
技
士
会
、

同
栄
養
士
協
議
会
、
全
国
薬
剤

部
科
長
協
議
会
、
厚
生
省
臨
床

検
査
技
士
協
議
会
、
看
護
学
校
、

個
人
、
資
料
館
募
金
箱
な
ど
各

界
よ
り
多
大
な
ご
協
力
が
あ
り
、

目
標
の
自
己
負
担
金
(
-
四
五

来
館
者
の
声
多
く
d
人
d
来
館

t

・
学
生

19
歳

女

性

練

馬

当
時
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
方
々

の
生
活
や
苦
し
み
、
つ
ら
さ
な

ど
、
特
に
園
内
通
貨
が
な
ま
な

ま
し
く
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
今
回
で
二
回
目
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
学
び
足
り
ず

（
い
つ
も
閉
館
に
な
っ
て
し
ま

う
）
ま
た
来
よ
う
と
心
に
決
め

ま
し
た
。

・
会
社
員

25
歳

男

性

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
歴
史
を

わ
か
り
や
す
く
展
示
し
て
あ
り

こ
れ
が
広
く
、
ま
だ
こ
の
病
気

の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に

見
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

・
看
護
婦

23
歳

女

性

予
防
法
が
廃
止
に
な
る
ま
で

同合二四東学業〇県治
病府年一京病後月に九光
し院県九年市理‘‘生...__,田
医立月副養特三私れ年健
長全二医育科一立た一輔
と生八長院修年済゜月は
な病日とに業に生明ー一
つ院‘な勤‘東学治二八
＝たの第る務同京舎二日七
゜創ーもし年帝後九‘六
立区‘た七国期年山

‘ で連四゜月大卒ーロ雨

国回 視社健全
立一 察会衛生
園長九；先駆者Rの課生病
島三゜ た勤調院

［璽二 光贔蒻塁門
て園昭 米ら委な
開和
出戸六 八

一田各い員り
国予‘‘

‘l..,....__, 

伴年 七
な防内傍

>][しりつ日跡ら を
て‘の本はいと授
語そ時の是にも与
るの代らと暮あさ
こ時をいすれれれ
と代画のるた‘た
は的し歴も光ら゜
で背た史非田い
き景生のと健に
なを涯中す輔明
い見ででるのけ
゜ずあーも、足‘

0
万
円
）
に
達
し
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
協
力
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ど
れ
だ
け
多
く
の
人
達
の
生
命

が
奪
わ
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ

と
を
知
り
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
て
い
ま
す
。
自
分
の
無

知
さ
を
恥
し
く
感
じ
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
人
に
自
分

の
聴
い
た
こ
と
観
た
こ
と
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
学
生

23
歳

女

性

大
阪
か
ら
盲
導
犬
を
つ
れ
て

来
ま
し
た
。
歴
史
的
な
状
況
の

変
化
に
驚
き
ま
し
た
。
い
わ
れ

の
な
い
差
別
は
ど
う
い
う
形
の

も
の
で
あ
ろ
う
と
、
無
く
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

・
公
務
員

45
歳

男

性

誤
っ
た
偏
見
と
差
別
で
、
又

国
の
施
策
で
、
ど
れ
だ
け
多
く

の
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
が
、

辛
く
過
酷
な
目
に
あ
っ
て
き
た

か
を
今
更
乍
ら
こ
の
資
料
館
で

識
り
ま
し
た
。

◎
あ
と
が
き

最
近
マ
ス
コ
ミ
や
出
版
物
な

ど
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
入

所
者
へ
の
講
演
依
頼
も
ふ
え
て

お
り
、
徐
々
に
理
解
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
修

-4-
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